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新たな時代に対応した安全・安心な交通環境の整備新たな時代に対応した安全・安心な交通環境の整備

道路交通における安全と円滑を図り、交通公害の防止という目的を達成し、
安全・快適にして環境負荷の低い交通社会の実現を図ること

道路交通における安全と円滑を図り、交通公害の防止という目的を達成し、
安全・快適にして環境負荷の低い交通社会の実現を図ること

交通管制センターの高度化等交通安全施
設の整備等の交通流対策を推進すること
により交通渋滞を緩和して道路交通に起
因する公害の低減を図るとともに、地球温
暖化対策を推進する。

交通管制センターの高度化等交通安全施
設の整備等の交通流対策を推進すること
により交通渋滞を緩和して道路交通に起
因する公害の低減を図るとともに、地球温
暖化対策を推進する。

地球温暖化防止・循環型社会の構築など環境問題への対応、災害に強いしなやかな国土の形成、高齢社会の到来による生活空間
の安全確保などが求められる中にあって、安全で円滑な道路交通は、国民生活と経済の基礎をなす重要な国土の基盤であるという認
識のもと、交通事故防止対策等を中心とした交通管理の観点から、快適な交通環境を実現する新交通管理システム（ＵＴＭＳ）の整備
を中心に関連諸施策を推進し、これらの諸課題に対応していく。

地球温暖化防止・循環型社会の構築など環境問題への対応、災害に強いしなやかな国土の形成、高齢社会の到来による生活空間
の安全確保などが求められる中にあって、安全で円滑な道路交通は、国民生活と経済の基礎をなす重要な国土の基盤であるという認
識のもと、交通事故防止対策等を中心とした交通管理の観点から、快適な交通環境を実現する新交通管理システム（ＵＴＭＳ）の整備
を中心に関連諸施策を推進し、これらの諸課題に対応していく。

基本的な考え方基本的な考え方

安全・快適にして環境負荷の低い交通社会を実現するＵＴＭＳの効果が十分に発揮されるように光ビーコン等の基盤を拡充し、
交通情報提供システム、安全運転支援システム、現場急行支援システム、公共車両優先システム等の整備をさらに推進する。
安全・快適にして環境負荷の低い交通社会を実現するＵＴＭＳの効果が十分に発揮されるように光ビーコン等の基盤を拡充し、
交通情報提供システム、安全運転支援システム、現場急行支援システム、公共車両優先システム等の整備をさらに推進する。

ＩＴＳの目的ＩＴＳの目的

～持続可能で暮らしやすい都市形成を担うＩＴＳと関連する諸施策の推進～～持続可能で暮らしやすい都市形成を担うＩＴＳと関連する諸施策の推進～

環境への対応環境への対応

災害発生時に、交通状況を迅速に把握し、
緊急交通路の確保、一般車両の被災地への
流入の抑制、迂回情報の提供を行うため、
交通監視用カメラ、交通情報板、信号機の
非常電源装置等を整備する。

災害発生時に、交通状況を迅速に把握し、
緊急交通路の確保、一般車両の被災地への
流入の抑制、迂回情報の提供を行うため、
交通監視用カメラ、交通情報板、信号機の
非常電源装置等を整備する。

高齢者が交通量の多い道路でも安全に横断でき
るよう、バリアフリー対応型信号機の整備を推
進する。また、高齢者の運転環境を整備するた
め、信号灯器のLED化、道路標識の高輝度化等
を推進する。

高齢者が交通量の多い道路でも安全に横断でき
るよう、バリアフリー対応型信号機の整備を推
進する。また、高齢者の運転環境を整備するた
め、信号灯器のLED化、道路標識の高輝度化等
を推進する。

災害等への対応災害等への対応 高齢社会への対応高齢社会への対応

ＩＴＳの活用ＩＴＳの活用



公共車両優先システム公共車両優先システム

車両運行管理システム車両運行管理システム

緊急通報システム緊急通報システム

交通公害低減システム交通公害低減システム

安全運転支援システム安全運転支援システム

信号機信号機交通管制センター交通管制センター

新交通管理システム（ＵＴＭＳ）の心臓部として、車載
装置との双方向通信による情報を基に、交通情報の

収集や信号制御を行います。　　　　　　　　　　　　　　　

　

バス・タクシー
やトラックの走

行位置などを

運行管理者に
提供すること

により、効率的

な運行を支援
し、交通の円

滑化を図りま

す。

交通事故や車内での緊急事態
発生時に自動または手動によ

り、自動車（携帯）電話等のネッ

トワークを通じて、専用の受付
センターに状況が伝送され、パ

トカー、救急車等の手配を行い

ます。　　　

大気汚染や気象などの状

況を考慮した交通情報提

供や信号制御を行うことに
より、排ガス・交通騒音な

どの、交通に起因する公

害を 低減し、環境保護を
図ります。　　　　　　　　　

交通管制システムのインフラを利用して、自動車の安全
走行支援、並びに歩行者（特に高齢者、身体障害者）の

安全を確保して、交通事故防止を図ります。　　　　　　

交通情報提供システム交通情報提供システム

ドライバーへ、渋滞、事故、

所要時間、画像などの交

通情報を適切に提供する
ことにより、交通流の分散

を促し、交通の円滑化を

図ります。　　　　　　　　　　
　 　

リアルタイムで
変化する交通
渋滞情報の表
示.

目的地までの
所要時間情報
の表示

優先信号制御や優先レー

ンの設定により、公共車

両を優先的に運行させる
ことにより、バス利用者な

どの利便性の向上を図る

とともに、交通の円滑化、
公害の防止を図ります。

　 　

車載装置との双方向通信を
行うことにより、各サブシステ

ムを 実現します。　　　　　

現場急行支援システム現場急行支援システム

歩行者等支援情報通信システム歩行者等支援情報通信システム

歩行者（特に高齢

者、視覚障害者）の

安全を 支援する こ
とを目的として、信

号の状態を音声で

知らせたり、青時間
を 延長する などに

よ り、交通事故の

防止を図ります。　
　 　 　 　 　 　 　 　

PICS

FAST

光ビーコン光ビーコン

高度交通管制システム高度交通管制システム

PTPS

AMIS

MOCS DSSS

EPMS

HELP

ITCS

光通信装置

PICS端末装置

反射シート付き白杖

パトカー、救急車等

緊急車両が緊急走
行を行う際に、それ

らを 優先的に走行

させる 信号制御等
を行うことにより、リ

スポン ス・タイムを

短縮し、被害者の
早期救助等を 行う

とともに、緊急走行

に起因する 事故を
防止します。　　　　

　

公共車両優先システム公共車両優先システム

車両運行管理システム車両運行管理システム

緊急通報システム緊急通報システム

交通公害低減システム交通公害低減システム

安全運転支援システム安全運転支援システム

信号機信号機交通管制センター交通管制センター

新交通管理システム（ＵＴＭＳ）の心臓部として、車載
装置との双方向通信による情報を基に、交通情報の

収集や信号制御を行います。　　　　　　　　　　　　　　　

　

バス・タクシー
やトラックの走

行位置などを

運行管理者に
提供すること

により、効率的

な運行を支援
し、交通の円

滑化を図りま

す。

交通事故や車内での緊急事態
発生時に自動または手動によ

り、自動車（携帯）電話等のネッ

トワークを通じて、専用の受付
センターに状況が伝送され、パ

トカー、救急車等の手配を行い

ます。　　　

大気汚染や気象などの状

況を考慮した交通情報提

供や信号制御を行うことに
より、排ガス・交通騒音な

どの、交通に起因する公

害を 低減し、環境保護を
図ります。　　　　　　　　　

交通管制システムのインフラを利用して、自動車の安全
走行支援、並びに歩行者（特に高齢者、身体障害者）の

安全を確保して、交通事故防止を図ります。　　　　　　

交通情報提供システム交通情報提供システム

ドライバーへ、渋滞、事故、

所要時間、画像などの交

通情報を適切に提供する
ことにより、交通流の分散

を促し、交通の円滑化を

図ります。　　　　　　　　　　
　 　

リアルタイムで
変化する交通
渋滞情報の表
示.

目的地までの
所要時間情報
の表示

優先信号制御や優先レー

ンの設定により、公共車

両を優先的に運行させる
ことにより、バス利用者な

どの利便性の向上を図る

とともに、交通の円滑化、
公害の防止を図ります。

　 　

車載装置との双方向通信を
行うことにより、各サブシステ

ムを 実現します。　　　　　

現場急行支援システム現場急行支援システム

歩行者等支援情報通信システム歩行者等支援情報通信システム

歩行者（特に高齢

者、視覚障害者）の

安全を 支援する こ
とを目的として、信

号の状態を音声で

知らせたり、青時間
を 延長する などに

よ り、交通事故の

防止を図ります。　
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高度交通管制システム高度交通管制システム
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光通信装置

PICS端末装置

反射シート付き白杖

パトカー、救急車等

緊急車両が緊急走
行を行う際に、それ

らを 優先的に走行

させる 信号制御等
を行うことにより、リ

スポン ス・タイムを

短縮し、被害者の
早期救助等を 行う

とともに、緊急走行

に起因する 事故を
防止します。　　　　
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